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瀬戸市中心市街地商店街空き店舗対策事業費補助金 

事業計画書 
 

 

申請者                 

 

（１）事業テーマ（30文字程度） 

 

 

（２）事業の概要（100文字程度） 

 

 

（３）事業実施形態 

ふりがな  

店舗名称  

ふりがな  

代表者氏名  

生年月日    年  月  日 連絡先 （   ）   - 

開業予定場所 〒    −      

 

開業業態   個人 ・ 法人   開業予定日     年  月  日 

業種  

取扱品目等  

当該事業の経験の有無 有（   年  か月間）   ・   無 

従業員数  人 （うち家族従業員     人） 

営業日(定休日) 週      日（定休日        ） 

営業時間 ：     ～     ： 

税務署への開業届 届 出 済   ・   未 届 出 
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（４）事業内容 

①開業の動機・きっかけ及び将来の展望 

 

○開業の動機 

 

 

 

 

○経営理念、ビジョン、思い 

 

 

 

 

〇商店街に出店する理由 

 

 

 

 

○将来の展望 

 

 

 

 

②事業の具体的な内容 

 

○市場の状況 

 

 

 

 

〇ターゲット顧客 

 

 

 

 

〇事業に関する知識・経験 
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○取扱商品・サービスの内容・独創性 

 

 

 

 

○販売促進・営業活動 

 

 

 

 

○販売価格 

 

 

 

 

○仕入方法 

 

 

 

 

③事業スケジュール 

 
 

実施時期 具体的な実施内容 

１年目 【開業前】 

 

 

 

【開業後】 

 

 

 

２年目  

 

 

 

３年目  
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（５）資金計画 

① 瀬戸市中心市街地空き店舗補助金申請見込み額について 

【家賃補助金算定式】 

月額家賃  円（税抜） ×1/2≒  円（上限5万円） 

月額家賃補助金額（千円未満切り捨て）＝  円（A） 

令和 年度（令和 年 月～令和 年 月） 

(A)  円 ×  か月＝  円（家賃補助金額） 

令和 年度（令和 年 月～令和 年 月） 

(A)  円 ×  か月＝  円（家賃補助金額） 

 

【改装費補助金算定式】 

総改装費  円（税抜） ×1/3≒  円（上限70万円） 

改装費補助金額（千円未満切り捨て）＝  円（改装費補助金額） 

 

② 初期費用（事業の立ち上げに必要な全ての資金と調達方法を記載してください。）  （単位：千円） 

※必要な資金合計と調達の方法合計は一致させてください。 

 

 

 

 

 

必要な資金 金額 調達の方法 金額 

設 

備 

資 

金 

（内容） 

 

 

 

 

 

自己資金 

 

 

 

 

金融機関からの借入金 

（調達先） 

 

 

  

 

 

 

その他（親族からの借入金、補助金等） 

（内容） 

 

 

 

 

 

設備資金の合計  

運 

転 

資 

金 

（内容） 

 

 

 

 

 

運転資金の合計  

合  計  合  計  
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③ 売上・利益等の計画 
 １年目 

（  年 月～ 年 月期）

２年目 

（ 年 月～ 年 月期）

３年目 

（ 年 月～ 年 月期）

(a)売上高    

(b)売上原価    

(c)売上総利益(a-b)    

(d)販売管理費    

 人件費※    

 役員報酬※    

 家賃    

 広告宣伝費    

 水道光熱費    

 外注費    

 減価償却費    

     

営業利益(c-d)    

従業員数※ 
        人 

(うちﾊﾟｰﾄ･ｱﾙﾊﾞｲﾄ   人) 

         人 

(う ち ﾊﾟｰﾄ･ｱﾙﾊﾞｲﾄ   人 ) 

         人 

(う ち ﾊﾟｰﾄ･ｱﾙﾊﾞｲﾄ   人 ) 

※個人事業の場合、事業主分は含めません。 

 

【 各項目の積算根拠 】（別紙可） 

(a)売上高 

 

 

 

(b)売上原価 

 

 

 

(d)販売管理費 

 

 

 

 


